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大学入試共通テスト・国公立大学出願状況 
去る 1月 18日（土）、19日(日)に大学入試共通テス

トが実施されました。本校は 317名の３年生が、浜松

北高校を会場として試験に臨みました。当日は天候の

崩れも、公共交通機関のトラブルもなく、落ち着いて

受験をすることができました。 

1 月 20 日(月)に自己採点を実施し、その週のうち

には予備校各社からおおよその集計・判定が出されま

した。そして 1月 25日（土）には進路検討会、その

後の面談を通じて国公立大学出願先が決定していま

す。現在は私立大学の一般入試、そして 2月 25日か

ら国公立大学の前期試験がはじまります。 

現時点では、まだはっきりとした結果が出ているわ

けではないですが、ここまでの状況を整理したいと思

います。まず、磐田南高校の最大の特徴は、ほとんど

の生徒が６教科８科目型の受験をするというところ

です。99%以上の 3年生が共通テストを受験し、90%以

上が６教科受験をする、という高校は、全国的にもな

かなかありません（少なくとも静岡県内では他にな

い）。また、各科目の平均点は、全国に対して1.1～1.25倍の点数となっています。また、河合塾の全

国平均予想を参考とすると、文系８科目予想 620点のところ、本校平均 699 点、理系８科目平均 630

点に対し、本校723点でした。平均 7割というのは、まずまずの結果であったと言えます。 

共通テストの受験科目数が多いということは、国公立大学の出願先の選択肢が増えるので、3年生の

国公立大学前期の出願先は 280校と、例年よりも多めになりました。また、私立大学の共通テスト利用

についても有利になっているといえます。さあ、これからいよいよ本格的に一般試験がはじまります。

これまで積み上げてきた力を存分に発揮してほしいと思います。 

大学入試のその先も見据えて 
さて、進路指導というと、大学合格を目指しているように見えますが、本来、進路とは、大学合格が

目的だけではないはずです。進学後にどのような道をすすむか、どのような働き方をするか、というそ

の先を考えることも大事です。そのためには企業・社会が今、どのような人材を求めているのか、とい

う視点も必要です。先日、職員会議で校長先生がそんな話をしてくれました。そこで言われたのが、今

は、文系・理系の垣根を越えられるような総合的な人材が求められている、ということです。本校の受

験生の多くが、多少大変だったとしても、文系でも数学を頑張り、理系でも国語や英語を頑張っている

ということは、そのような幅広い視野を持った、これからの社会で活躍できる人材が育っていると見る

こともできます。もちろん、得意分野を引き上げて、誰にも負けないスペシャリストを目指す人もいる

でしょう。進路選択はいろいろですし、大学受験そのものは、合否が決まる厳しさはあります。結果は

どうあれ、今頑張っていることが、10 年後、20 年後に花開くこともあります。３年生は最後のひと踏

ん張り、１・２年生は残りの高校生活を充実させながら、その先の人生に向けて頑張ってください。 

令和７年度共通テスト平均点 

教科 科 目 全国 本校 全国比 

国 語 国語 126.7  151.7  1.20  

地 歴 

歴総、日探 57.0  64.5  1.13  

歴総、世探 66.1  77.1  1.17  

地総、地探 57.5  66.8  1.16  

公 民 公共、政経 62.7  71.8  1.15  

数 学 
数ⅠＡ 53.5  64.9  1.21  

数ⅡＢC 51.6  62.9  1.22  

理 科 

物理 59.0  70.5  1.20  

化学 45.3  56.5  1.25  

生物 52.2  63.7  1.22  

化学基礎 27.0  33.4  1.24  

生物基礎 31.4  36.1  1.15  

地学基礎 34.5  39.1  1.13  

外国語 
リーディング 57.7  74.7  1.29  

リスニング 61.3  76.3  1.24  

情報 情報 69.3  76.3  1.10  


